
動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

胡　
　
　
　
　

鴻　
　

洋

は
じ
め
に

　

平
安
時
代
の
文
献
に
和
文
脈
と
漢
文
脈
と
が
併
存
・
混
淆
す
る
現
象
は
春
日

（
一
九
三
六
）
に
よ
っ
て
実
証
的
に
論
じ
ら
れ
た
。
こ
の
研
究
を
受
け
て
、「
ゴ

ト
シ
―
よ
う
な
り
」、「
シ
ム
―
す
・
さ
す
」
の
よ
う
な
同
じ
意
味
の
表
現
に
、

異
な
る
語
を
用
い
て
い
る
こ
と
を
手
が
か
り
に
し
て
和
漢
混
淆
文
で
あ
る
『
今

昔
物
語
集
』
で
の
使
い
分
け
の
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
堀
田
（
一
九

四
一
）、
山
田
（
一
九
四
一
）
等
を
始
め
と
す
る
研
究
が
相
次
い
で
現
わ
れ
た
。

「
す
・
さ
す
」
と
「
シ
ム
」
の
よ
う
に
、
文
体
に
よ
っ
て
二
形
が
対
立
的
に
用

い
ら
れ
る
語
に
つ
い
て
、
築
島
（
一
九
六
三
）
は
、
和
文
脈
の
典
型
で
あ
る
和

文
と
漢
文
脈
を
代
表
す
る
漢
文
訓
読
文
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
語
で
あ
り
、「
表

現
対
象
が
一
応
同
じ
で
あ
る
語
」「
略
々
同
意
味
の
語
」「
同
じ
意
味
の
語
」
と

し
て
、
他
に
も
多
く
の
品
詞
か
ら
例
を
提
案
し
て
い
る①
。

　

こ
の
よ
う
な
二
形
対
立
の
指
摘
に
対
し
、
関
（
一
九
九
三
）
は
「
イ
キ
ド
ホ

ル
―
む
つ
か
る
」
な
ど
、
内
田
（
二
〇
〇
五
）
は
「
ア
ラ
カ
ジ
メ
―
か
ね
て
」

を
挙
げ
て
、
両
語
の
意
味
が
狭
い
意
味
で
同
義
で
な
い
も
の
を
二
形
対
立
と
認

め
な
い
立
場
に
立
っ
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
築
島
説
を
積
極
的
に
認
め
る
研
究

も
多
く
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
峰
岸
（
一
九
八
六
）
は
二
形
対
立
と
さ
れ
る
語

の
指
摘
に
基
づ
き
、
和
文
語
、
漢
文
訓
読
語
、
記
録
語
と
い
う
「
三
形
対
立
」

語
の
概
念
を
提
出
し
た
。
大
川
（
二
〇
一
七
）
は
二
形
対
立
と
さ
れ
る
語
を
文

体
指
標
と
し
て
、
コ
ー
パ
ス
の
デ
ー
タ
を
も
と
に
平
安
鎌
倉
時
代
の
文
学
作
品

の
文
体
を
五
つ
に
分
け
て
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
文
学
作
品
全
体
の
中
で
個
別
作

品
が
ど
の
よ
う
に
文
体
的
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
論
じ
た②
。

　

た
だ
し
、
二
形
対
立
と
さ
れ
る
語
の
う
ち
に
、
漢
文
訓
読
語
と
さ
れ
る
語
は

和
文
に
見
え
な
い
が
、
そ
れ
に
対
立
す
る
と
さ
れ
る
和
文
語
は
訓
点
資
料
に
現

れ
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
築
島
（
二
〇
〇
一
）
は
訓
法
の
歴
史
的

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

二
八
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変
遷
や
祖
点
の
問
題
等
に
関
連
す
る
と
推
測
し
な
が
ら
、
今
後
、
個
々
の
語
に

つ
い
て
柔
軟
に
実
態
を
分
析
し
て
い
く
態
度
が
求
め
ら
れ
よ
う
と
述
べ
て
い
る
。

月
本
（
二
〇
〇
一
）
に
も
従
来
の
通
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
よ
り
実
態
に
即
し

た
研
究
や
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
見
ら
れ
る③
。
ま
た
、
山
本
（
二

〇
一
九
）
は
、
和
漢
混
交
文
に
併
存
す
る
二
形
対
立
語
が
意
味
分
担
す
る
原
因

を
追
究
す
る
た
め
に
、
個
別
に
二
形
対
立
語
の
語
史
を
丹
念
に
記
述
す
る
必
要

が
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
る
と
、
二
形
対
立
と
さ
れ
る
語
の
性
質
を

一
元
的
に
捉
え
ず
、
個
別
に
実
態
を
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
稿
で
は
、
築
島
が
提
案
し
た
二
形
対
立
語
か
ら
、
和
文
に
見
ら
れ
な
い
漢

文
訓
読
語
「
フ
サ
グ
」
と
、
訓
点
資
料
に
少
数
で
は
あ
る
が
、
見
ら
れ
る
和
文

語
「
フ
タ
グ
」
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
を
分
析
し
、
和
文
語
が
訓
点

資
料
に
見
え
る
現
象
の
内
実
を
再
検
討
す
る
。
訓
点
資
料
に
見
出
さ
れ
る
「
フ

タ
グ
」
の
例
に
つ
い
て
、
築
島
（
一
九
六
三
）
は
平
安
初
期
に
用
い
ら
れ
た
古

訓
の
和
文
的
性
質
に
よ
る
も
の
で
、
訓
点
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
て
も
訓
点

（
特
有
）
語
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
築
島
は
さ
ら
に
調
査
を
進
め
る

べ
き
旨
も
述
べ
て
お
り
、「
フ
タ
グ
」
を
和
文
語
に
分
類
し
な
が
ら
も
そ
の
処

置
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
な
お
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。「
フ
サ
グ
」
と

「
フ
タ
グ
」
の
意
味
差
に
関
す
る
研
究
と
し
て
関
（
一
九
九
三
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
関
は
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
見
え
る
「
フ
タ
グ
」
が
「
蓋
を
す
る
」
こ
と

を
表
す
具
体
動
作
語
、「
フ
サ
グ
」
が
「
蓋
を
す
る
」
こ
と
を
表
す
比
喩
動
作

語
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
あ
る
「
フ
サ
グ
」「
フ
タ

グ
」
の
用
例
数
は
複
合
動
詞
を
含
め
て
僅
か
４

例
で
、
仮
名
書
き
例
は
「
フ
サ

グ
」
１

例
の
み
で
あ
り
、
両
語
の
性
質
の
検
討
は
必
ず
し
も
十
分
と
言
え
な
い
。

　

本
稿
で
は
、
漢
文
訓
読
文
、
平
安
和
文
、
和
漢
混
淆
文
に
お
け
る
「
フ
サ

グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
と
の
意
味
用
法
を
分
析
し
、
平
安
時
代
に
お
け
る
両
語
の

二
形
対
立
の
内
実
を
検
討
し
、
さ
ら
に
鎌
倉
時
代
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味

用
法
が
ど
の
よ
う
に
変
遷
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。

一　

漢
文
訓
読
文
の
「
フ
サ
グ
」
の
意
味
用
法

　

本
節
で
は
、
漢
文
訓
読
文
の
「
フ
サ
グ
」
が
ど
の
よ
う
な
意
味
で
用
い
ら
れ

た
か
を
確
認
す
る
。
漢
文
訓
読
文
の
「
フ
サ
グ
」
の
意
味
は
私
に
分
類
す
る
と
、

そ
の
目
的
語
と
文
脈
に
よ
り
、【
表
１

】
に
示
す
通
り
、
Ａ
〈
何
か
で
穴
や
通

路
な
ど
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
、
特
に
、
部
屋
の
通
路
で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路

で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
〉、
Ｂ
〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉、
Ｃ
〈
心
を

い
っ
ぱ
い
に
す
る
〉
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
以
下
、「
フ
サ
グ
」
の
例
を
挙

げ
る
。

Ａ
〈
何
か
で
穴
や
通
路
な
ど
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
、
特
に
、
部
屋
の
通
路
で
あ

る
扉
や
視
線
の
通
路
で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
〉
の
意

　

Ａ
の
意
に
解
さ
れ
る
「
フ
サ
グ
」
が
加
点
し
た
漢
字
と
し
て
は
「
塞
」
15
例
、

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

二
九
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【
表
１
】
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
フ
サ
グ
」
の
意
味

加
点
年

意
味
・
目
的
語

資
料
名

Ａ
Ｂ

Ｃ
不
明

計
穴

道
口

鼻
耳

目
門
・
扉

水
箭

五
輪

兆
し

心
偏
見

声
人

責
任
気
持
ち
生
殖
器
官

中　　　国

内　　典

810
小
川
本
願
経
四
分
律
乙
巻

1（
塞
）

42

830
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経

1（
閉
）

850
松
田
福
一
郎
本
四
分
律
行
事
鈔
巻
上

1（
壅
）

950
興
聖
寺
本
大
唐
西
域
記
巻
第
一
二

1（
塞
）

1（
塞
）

1002
石
山
寺
本
法
華
経
義
疏

1（
壅
）

3（
杜
杜
塞
）

1（
塞
）

1016
天
理
図
書
館
・
京
都
国
立
博
物
館
本
南
海
寄
帰
内
法
伝
卷
一
～
四

1（
塞
）

1（
偃
）

1（
防
）

1046
曼
殊
院
本
金
剛
頂
経
觀
自
在
王
如
來
修
行
法

1（
闔
）

1050
東
大
寺
図
書
館
本
法
華
文
句

1（
塞
）
1（
塞
）

2（
閞
閞
）

1078
西
大
寺
本
大
毘
盧
遮
那
経

1（
距
）

1099
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
卷
七
・
九

1（
杜
）

1（
塞
）

1（
塞
）

1100
興
福
寺
本
高
僧
伝
巻
第
一
三

1（
杜
）

1105
前
田
本
冥
報
記

1（
闔
）

1114
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本
大
毘
盧
遮
那
成
仏
経
疏
巻
第
九

1（
捍
）

1180
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本
大
乘
本
生
心
地
觀
経
巻
第
八

1（
冥
）

1126
国
立
国
会
図
書
館
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
巻
第
七

1（
挫
）

1128
法
隆
寺
本
南
海
寄
帰
内
法
伝
巻
第
一
・
三

1（
塞
）
2（
塞
杜
）

1150
正
智
院
本
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経

1（
關
）

1330
穂
久
邇
文
庫
本
五
行
大
義

1（
塞
）

外　典

1113
神
田
本
白
氏
文
集
巻
第
三
・
四

1（
塞
）

1（
防
）

1185
高
山
寺
本
論
語
清
原
本

1（
塞
）

1211
高
山
寺
本
史
記
周
本
紀

2（
鄣
壅
）

1303
高
山
寺
本
論
語
中
原
本

1（
塞
）

1250
高
山
寺
本
荘
子
甲
，
乙
卷

2（
塞
壅
）

1（
閉
）

1（
堙
）

日　　本

1100
最
明
寺
本
往
生
要
集

1（
唵
）

11

1100
高
山
寺
本
三
教
指
帰
卷
中

1（
塞
）

1111
高
山
寺
本
秘
密
曼
荼
羅
十
住
心
論

1（
閹
）

1134
大
谷
大
学
本
三
教
指
帰
注
集
四
帖

1（
壅
）

1150
前
田
本
日
本
書
紀
卷
第
一
一

1（
塞
）

1155
天
理
図
書
館
本
三
教
指
帰
一
帖

1（
塞
）

1200
金
剛
寺
本
医
心
方
巻
第
一
三

1（
塞
）

1250
観
智
院
本
世
俗
諺
文

1（
瞑
）

1250
観
智
院
本
作
文
大
躰

1（
礙
）

1250
古
典
保
存
会
本
文
鏡
秘
府
論
地
卷

1（
塞
）

1286
天
理
図
書
館
本
大
般
若
経
音
義

1（
塞
）

計
7

7
6

1
3

2
7

6
1

1
3

1
1

1
2

2
1

1
53

33
16

3
1

注
：
Ａ
：
何
か
で
穴
や
通
路
な
ど
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
，
特
に
，
部
屋
の
通
路
で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路
で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
。
Ｂ
：
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
。
Ｃ
：
心
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
。

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

三
〇
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「
壅
」
４

例
、「
杜
」
３

例
、「
閉
、
闔
、
閞
」
各
２

例
、「
關
、
鄣
、
唵
、
冥
、

瞑
」
各
１

例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
の
「
塞
」
は
、
例
が
最
も
多
く
見
ら
れ
、
慧

琳
撰
『
一
切
経
音
義
』「
隁
塞
」
の
条
に
「
下  

僧
則
反
、
俗
字
也
。
説
文  

正
𡫳
、
従
㆑

㠭
。
考
声
、
窒
也
、
満
也
、
当
也
、
鄭
注
論
語
云  

塞
猶
蔽
也
。

説
文
云  

隔
也
」、
高
誘
注
『
淮
南
子
』
に
「
塞
、
閉
也
」、
高
誘
注
『
呂
氏
春

秋
』
に
「
塞
、
遏
也
」
と
あ
り
、
主
と
し
て
「
満
た
す
」「
覆
う
」「
閉
ざ
す
」

「
防
ぐ
」
の
四
つ
の
意
味
が
認
め
ら
れ
る
。「
フ
サ
グ
」
の
Ａ
の
意
味
は
こ
の
う

ち
の
「
満
た
す
」「（
目
や
扉
な
ど
を
）
閉
ざ
す
」
に
当
た
る
も
の
で
あ
る
。

（「
防
ぐ
」
意
は
後
出
の
Ｂ
の
意
味
に
対
応
す
る
）。
訓
読
さ
れ
た
字
の
う
ち
で

は
、「
杜
、
閉
、
闔
、
閞
、
關
、
鄣
、
冥
、
瞑
」
は
「
閉
ざ
す
」
の
意
、「
唵
」

は
「
口
に
食
べ
物
を
（
い
っ
ぱ
い
）
満
た
し
て
（
閉
ざ
す
）
」
の
意
、「
壅
」

は
枠
に
押
し
込
め
閉
ざ
す
意
で
あ
る
。

　
「
フ
サ
グ
」
は
「
穴
」「
道
」「
口
」「
耳
」「
門
」「
目
」
な
ど
具
体
名
詞
を
目

的
語
と
し
、
基
本
的
に
穴
や
通
路
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
意
味
を
表
す
が
、
部
屋

の
通
路
で
あ
る
扉
、
視
線
の
通
路
で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
こ
と
を
表
す
例
も
含

め
る
。
例
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

１

牛
角
山
の
巖
に
大
石
室
有
（
り
）
…
近
、
崖
崩
レ
テ
門
の
径道

を
掩オ
ホ

ヒ
塞フ

サ

ケ
リ
…
故
を
以
て
今
に
至
（
ル
）
も
石
の
門
開
（
か
）
不
。

 

（
興
聖
寺
本
大
唐
西
域
記
巻
一
二
平
安
中
期
点
）

　

例
１

は
門
の
出
入
り
口
は
崩
れ
た
崖
の
石
で
満
た
さ
れ
、
閉
ざ
さ
れ
て
、
完

全
に
通
行
で
き
な
い
こ
と
を
表
す
。

　

い
っ
ぽ
う
、
次
の
例
は
、
部
屋
の
通
路
で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路
で
あ
る
目

蓋
を
閉
ざ
す
こ
と
を
表
す
。

２

仏
房
ヲ
閞フ

サ

キ
地
ヲ
掃
ハ
シ
ム
令
ム

南
ヲ
閞フ

サ

ケ
ハは

北
ハ
開
キ
ヌ
。
此
ヲ
掃
へ
ハ
彼

ハ
汚
レ
ヌ
。 

（
東
大
寺
図
書
館
本
法
華
文
句
平
安
後
期
点
）

３

在
阿
蘭
若
及
空
寂
室
。
端
身
正
念
結
前
如
來
金
剛
縛
印
冥

フ
サ
イ
て

目
観
察
臆

中
明
月
。
作
是
思
惟
。

 

（
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本
大
乘
本
生
心
地
観
経
巻
八
治一
一
八
〇

承
四
年
点
）

　

例
２

は
仏
房
の
扉
を
閉
ざ
し
、
汚
れ
が
仏
房
に
入
る
通
路
を
閉
じ
る
こ
と
を

表
す
。
例
３

は
目
蓋
を
閉
ざ
し
、
心
の
中
に
あ
る
明
月
を
瞑
想
し
て
観
察
す
る

意
味
で
あ
り
、
視
線
の
通
路
を
閉
じ
る
こ
と
を
表
す
。

Ｂ
〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉
の
意

　

Ｂ
の
意
に
理
解
さ
れ
る
「
フ
サ
グ
」
に
宛
て
ら
れ
た
漢
字
は
「
塞
」
５

例
、

「
杜
」「
防
」
各
２

例
、「
壅
、
偃
、
距
、
捍
、
挫
、
堙
、
礙
」
各
１

例
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
訓
読
さ
れ
た
「
壅
、
偃
、
距
、
捍
、
挫
、
堙
、
礙
」
は
、「
防
ぐ
」

意
味
を
持
つ
。「
フ
サ
グ
」
は
「
水
」「
人
」「
心
」「
兆
し
」
な
ど
を
表
す
語
を

目
的
語
と
し
、〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉
こ
と
を
表
す
。

４

智
慧
手
在
心
。
如
執
蓮
華
像
。
直
申
奢
摩
他
臂
。
五
輪
上
舒
。
而
外
向

距フ
サ
グ

之
。
是
無
能
勝
印
。

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

三
一
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（
西
大
寺
本
大
毘
盧
遮
那
成
佛
経
承一
〇
七
八

暦
二
年
点
）

５

（
筆
者
注
：
摂
衣
界
の
）
意
は
女
の
浄
人
の
厨
内
に
來
入
す
る
を
防フ

サ

カ

ム
と
に
は
非
（
す
）。 

 
（
天
理
大
学
図
書
館
南
海
寄
帰
内
法
伝
巻
二
平
安
後
期
点
）

　

例
４

、
５

は
そ
れ
ぞ
れ
モ
ノ
（
地
・
水
・
火
・
風
・
空
と
い
う
五
輪
）、
ヒ

ト
（
女
）
を
食
い
止
め
る
例
で
あ
る
。

Ｃ
〈
心
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
〉
の
意

　

Ｃ
の
意
と
見
ら
れ
る
「
フ
サ
グ
」
は
す
べ
て
「
塞
」
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
心
を
容
器
の
よ
う
な
も
の
と
捉
え
て
、
内
部
空
間
を
満
た
す
、
埋
め

る
意
味
を
担
う
比
喩
的
用
法
で
あ
る
。

６

身
意
泰
然
快
得
安
隠
者
、
憂
悔
心
を
塞フ

サ

グ
、
所
以
（
に
）
泰ユ
タ
カ

に
（
あ

ら
）
不
。 

（
石
山
寺
本
法
華
経
義
疏
長一
〇
〇
二

保
四
年
点
）

７

此
ノ
身
心
ヲ
罄
シ
テ
以
テ
貲
キ
不
（
ル
）﹇
之
﹈
恩
ヲ
答
ヘ
、
少
窮
無

キ
﹇
之
﹈
責
ヲ
塞フ

サ

カ
ム
。

 

（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
承一
〇
九
九

徳
三
年
点
）

　

例
６

、
７

は
、「
憂
悔
心
」「
責
」
の
よ
う
な
抽
象
名
詞
を
目
的
語
と
し
、
あ

る
感
情
で
心
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
こ
と
を
表
す
。

　

以
上
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
文
の
「
フ
サ
グ
」
は
Ａ
〈
何
か
で
穴
や
通

路
な
ど
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
、
特
に
、
部
屋
の
通
路
で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路

で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
〉、
Ｂ
〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉、
Ｃ
〈
心
を

い
っ
ぱ
い
に
す
る
〉
の
意
の
い
ず
れ
か
に
理
解
さ
れ
る
。

二　

漢
文
訓
読
文
と
和
文
の
「
フ
タ
グ
」
の
意
味
用
法

　

本
節
で
は
、
漢
文
訓
読
文
、
和
文
の
「
フ
タ
グ
」
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な

意
味
で
用
い
ら
れ
た
か
を
確
認
す
る
。

　
【
表
２

】【
表
３

】
に
示
す
よ
う
に
、
漢
文
訓
読
文
、
和
文
の
「
フ
タ
グ
」
の

う
ち
、〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉
の
意
に
解
さ
れ
る
例
は
29
例
、

〈
占
め
る
〉
の
意
に
解
さ
れ
る
例
は
１

例
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
例
を
挙
げ
る④
。

ａ
〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉
の
意

　
ａ
の
意
に
解
さ
れ
る
「
フ
タ
グ
」
の
目
的
語
は
「
目
」「
面
」「
穴
」「
井
」

「
耳
」
な
ど
が
あ
る
。

８

勧
君
掩　

シ
ム
ル

　
　
　
　
　
　
　
　

鼻
君
莫
掩
、
使
君
夫
婦
為
参
商
。

 

（
神
田
本
白
氏
文
集
巻
四
天一
一
一
三

永
四
年
・
三
二
八
行
）

９

天
皇
畏給

て
蔽メ

ラ　ヲ
オ
ホ
ヒ

目
を
　
一
て

不シ

見給
一
て

却
入
殿オホ
ト
ノ

中
に

使給

放
於
岳
。

 

（
図
書
寮
本
日
本
書
紀
巻
一
四
永一
一
四
二

治
二
年
点
）

10
夫
君
天
下
以
治
萬
民
者
、
蓋ウ

タ

　キ
オ
ホ
フ
コ
ト

之
如
天
。

 

（
前
田
本
日
本
書
紀
卷
一
一
院
政
期
点
）

　

例
10
の
「
蓋
」
は
「
ウ
タ
キ
オ
ホ
フ
コ
ト
」
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文

　
　
オ
ホ
ハ
シ
ム
ト
モ

 又

 フ
タ
カ
シ
ム
ト
モ

　
　
フ
タ
キ

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

三
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【表２】漢文訓読文における「フタグ」の意味

資料名
ａあるものを何かで覆って遮る 不明

計
人 鼻 面 目 口 穴 器物 法 門

中　
　

国

内　
　

典

810 小川本願経四分律
1

（塞） 1

810 聖語蔵本願経四分律古点
1

（蓋） 1

1065
東寺本金剛頂瑜
伽中略出念誦経
巻第四

1
（抹） 1

1163 石山寺本大唐西域記巻第八
1

（杜） 1

1214 醍醐寺本大唐西域記巻一二
1

（閟） 1

1362 東寺本大威力烏樞瑟摩明王経
1

（塞） 1

外
典 1113 神田本白氏文集巻第四

1
（掩） 1

日本
830 東大寺諷誦文稿 1

（掩）
1

（塞） 2

1142 図書寮本日本書紀巻第一四
1

（閟）
1

（蔽） 2

計 1 1 1 2 1 2 1 1 1 11

【表３】和文における「フタグ」の意味

ａ ｂ
計

面・顔 透影 姿 道 穴 井 目 口 耳 韻 寝殿

竹取物語
会

1
地 1

落窪物語
会

1
地 1

宇津保物語
会 1 1

2
地

枕草子
会 1

5
地 3 1

源氏物語
会

6
地 1 1 1 1 1 1

浜松中納言物語
会 1

1
地

栄花物語
会 1

2
地 1

大鏡
会 1 1

2
地

計 5 1 1 2 2 1 2 2 2 1 1 20

ａ：あるものを何かで覆って遮る。ｂ：占める。

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

三
三
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脈
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、「
フ
タ
キ
オ
ホ
フ
コ
ト
」
の
誤
記
と
推
測
さ
れ
る
。

例
８

の
「
掩
」、
例
９

の
「
蔽
」、
例
10
の
「
蓋
」
字
は
い
ず
れ
も
「
覆
っ
て
隠

す
」
意
味
に
し
か
解
せ
ず
、「
フ
タ
グ
」「
オ
ホ
フ
」
は
意
味
に
重
な
り
の
あ
る

類
義
語
と
言
え
よ
う
。

11
（
引
用
者
注
：
韻
字
を
）
ふ
た
ぎ
も
て
ゆ
く
ま
ま
に
、
難
き
韻
の
文
字

ど
も
い
と
多
く
て
、
お
ぼ
え
あ
る
博
士
ど
も
な
ど
の
ま
ど
ふ
所
ど
こ
ろ

を
、
時
々
う
ち
の
た
ま
ふ
さ
ま
、
い
と
こ
よ
な
き
御
才
の
ほ
ど
な
り
。

 

（
源
氏
物
語
・
賢
木
）

12
（
宮
）「
い
み
じ
う
、
か
た
は
ら
い
た
き
事
は
せ
さ
せ
つ
る
ぞ
。
え
聞

か
で
、
耳
を
ふ
た
ぎ
て
ぞ
あ
り
つ
る
。
そ
の
衣
一
つ
取
ら
せ
て
、
と
く

や
り
て
よ
」
と
仰
せ
ら
る
れ
ば
… 
（
会
）（
枕
草
子
・
八
三
段
）

13
車
の
人
々
騒
ぎ
立
ち
あ
ゆ
め
ば
、
道
を
ふ
た
ぎ
て
さ
ら
に
や
ら
ね
ば
、

は
し
た
な
く
て
、
し
ば
し
か
い
群
れ
て
立
ち
た
る
を
見
て
…

 

（
落
窪
物
語
・
巻
之
二
）

　

例
11
は
古
人
の
詩
の
韻
字
を
何
か
で
覆
っ
て
隠
し
て
お
い
て
、
そ
れ
が
何
で

あ
る
か
を
当
て
る
遊
戯
を
言
っ
て
い
る
。
例
12
は
尼
と
清
少
納
言
と
の
談
話
を

聞
か
な
い
よ
う
に
、
中
宮
が
何
か
で
耳
を
覆
っ
た
こ
と
を
表
す
。
例
13
は
、
中

納
言
一
行
は
清
水
詣
で
へ
の
道
が
、
中
将
一
行
に
よ
っ
て
道
を
遮
ら
れ
て
、
前

に
進
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
表
す
。

　

例
14
、
15
は
具
体
物
で
な
く
、
何
か
の
作
用
・
意
図
な
ど
に
よ
っ
て
、
口
や

目
の
機
能
を
遮
っ
て
「
言
わ
な
い
」「
見
な
い
」
こ
と
を
比
喩
的
に
述
べ
た
と

解
さ
れ
る
例
で
あ
る
。

14
（
俊
蔭
娘
）「
れ
い
の
事
よ
。
さ
り
と
て
や
ま
ひ
し
た
る
事
は
り
な
れ

ば
、
く
ち
ふ
た
げ
」
と
て
、
た
き
物
な
ど
よ
く
せ
さ
せ
給
て
や
り
た
て

ま
つ
ら
せ
給
。 

（
会
）（
宇
津
保
物
語
・
楼
の
上
）

15
（
妍
子
）「
あ
や
し
の
こ
と
や
。
桟
敷
を
造
り
色
め
か
せ
た
ま
は
ゝ
こ

そ
は
人
の  

誹
も
あ
ら
め
、
御
前
よ
り
渡
ら
せ
た
ま
は
ん
を
、
御
目
を

ふ
た
が
せ
た
ま
ふ
べ
き
こ
と
か
は
」 

（
会
）（
栄
花
物
語
・
巻
第
一
三
）

　

例
14
は
右
大
臣
と
俊
蔭
娘
の
会
話
の
場
面
で
、
俊
蔭
娘
は
そ
の
場
で
右
大
臣

に
対
し
て
、
左
大
臣
を
批
判
す
る
話
を
や
め
さ
せ
る
文
脈
で
あ
る
。「
フ
タ
グ
」

の
目
的
語
は
「
口
」
で
あ
る
が
、
左
大
臣
を
批
判
す
る
言
葉
の
通
路
と
も
理
解

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
俊
蔭
娘
の
命
令
で
左
大
臣
を
批
判
す
る
言
葉
の
通
路
は

そ
の
場
で
遮
ら
れ
黙
っ
た
と
い
う
意
味
と
理
解
で
き
る
。
例
15
は
賀
茂
行
幸
の

見
物
を
す
る
か
を
迷
う
中
宮
の
妍
子
の
会
話
で
あ
り
、
目
蓋
を
物
理
的
に
閉
ざ

す
の
で
は
な
く
、
賀
茂
行
幸
を
意
識
的
に
見
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

ｂ
〈
占
め
る
〉
の
意

　

ｂ
の
意
に
解
さ
れ
る
「
フ
タ
グ
」
は
「
寝
殿
」
を
目
的
語
と
す
る
和
文
の
１

例
の
み
見
ら
れ
る
。

16
寝
殿
は
ふ
た
げ
た
ま
は
ず
、
時
々
渡
り
た
ま
ふ
御
住
み
所
に
し
て
…

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て
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（
源
氏
物
語
・
松
風
）

　

例
16
は
、
新
築
さ
れ
た
東
の
院
の
寝
殿
は
光
源
氏
の
御
休
憩
所
と
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
誰
に
も
占
め
さ
せ
な
か
っ
た
（
移
り
住
ま
せ
な
か
っ
た
）
と
い
う

意
で
あ
る
。

　

以
上
、
漢
文
訓
読
文
と
和
文
の
「
フ
タ
グ
」
の
意
味
用
法
を
検
討
し
た
。

「
フ
タ
グ
」
は
「
目
」「
口
」「
耳
」「
穴
」「
道
」
を
目
的
語
と
す
る
点
で
共
通

す
る
が
、〈
何
か
で
穴
な
ど
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
、
特
に
、
部
屋
の
通
路
で
あ

る
扉
や
視
線
の
通
路
で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
〉〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉

〈
心
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
〉
と
い
う
「
フ
サ
グ
」
の
意
と
異
な
り
、〈
あ
る
も
の

を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉〈
占
め
る
〉
の
意
の
い
ず
れ
か
に
解
さ
れ
る
。

三　

 

同
一
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
フ
サ
グ
（
フ
サ
ガ
ル
）
」 

「
フ
タ
グ
」

　

第
一
、
二
節
で
は
、
漢
文
訓
読
文
の
「
フ
サ
グ
」、
漢
文
訓
読
文
と
平
安
和

文
の
「
フ
タ
グ
」
の
意
味
用
法
が
異
な
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
本
節
で
は
小
川

本
（
聖
語
蔵
旧
蔵
）『
四
分
律
』、
神
田
本
『
白
氏
文
集
』、
図
書
寮
本
『
日
本

書
紀
』
を
取
り
上
げ
、
同
一
の
漢
文
訓
読
文
の
資
料
に
付
さ
れ
た
「
フ
サ
グ

（
フ
サ
ガ
ル
）
」「
フ
タ
グ
」
の
訓
読
例
を
取
り
上
げ
、
別
の
意
味
に
解
さ
れ
る

か
否
か
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
、
小
川
本
（
聖
語
蔵
旧
蔵
）・
聖
語
蔵
本
『
四
分
律
』
に
お
け
る
「
フ

サ
グ
」「
フ
タ
グ
」
の
意
味
用
法
を
確
認
す
る
。

17
「
虱
若
出
（
で
）
ば
、
蓋フ
タ

を
作
（
リ
）
て
塞フ

タ 

グ
応
し
。」
彼
宝
を
（
も

ち
）
て
塞
（
に
）
作
ル
。
仏
言
（
は
く
）、「
宝
を
用
（
ゐ
）
て
作

（
る
）
応
（
か
ら
ず
）﹇
不
﹈。
牙
骨
乃
至
木
を
用
（
ゐ
）
て
作
（
る
）

応
し
。 

（
小
川
本
（
聖
語
蔵
旧
蔵
）
四
分
律
乙
巻
平
安
初
期
点
）

18
或
蓋フ

タ
㆓ キ

藏ヲ
サ
ム

器
物
㆒。 

（
聖
語
蔵
本
願
経
四
分
律
古
点
平
安
初
期
点
）

　

例
17
の
小
川
本
（
聖
語
蔵
旧
蔵
）『
四
分
律
』、
例
18
の
大
矢
が
紹
介
し
た
聖

語
蔵
本
『
願
経
四
分
律
古
点
』
に
加
え
、
春
日
が
紹
介
し
た
斯
道
文
庫
本
『
四

分
律
』
も
あ
り
、
こ
の
三
つ
の
資
料
は
い
ず
れ
も
八
一
〇
〜
八
二
五
年
に
加
点

さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る⑤
。
例
17
に
つ
い
て
、
大
坪
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
乙

卷
２

枚
目
21
行
以
降
が
甲
点
白
点
で
、
そ
の
前
が
別
種
の
点
で
あ
る
。
こ
れ
に

従
っ
て
考
え
る
と
、
16
枚
目
５

行
目
に
あ
る
、「
塞
」
に
付
さ
れ
る
「
フ
サ
グ
」

「
フ
タ
グ
」
は
い
ず
れ
も
甲
点
白
点
と
な
り
、
同
じ
時
期
に
加
点
さ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。「
虱
若
出
（
で
）
は
、
蓋フ
タ

を
作
（
リ
）
て
塞フ
タ

グ
応
し
。
彼
宝

を
（
も
ち
）
て
塞
（
に
）
作
ル
。」
と
い
う
文
脈
か
ら
、「
蓋
」
と
「
塞
」
は
と

も
に
虱
が
筒
か
ら
出
な
い
よ
う
に
す
る
物
と
解
さ
れ
る
。「
塞
」
は
「
蓋フ
タ

を
作

（
リ
）
て
」
と
い
う
文
脈
を
上
接
し
、
最
初
、
主
訓
「
フ
タ
グ
」
で
訓
読
さ
れ

た
。
そ
れ
に
応
じ
て
、「
彼
宝
を
（
も
ち
）
て
塞
（
に
）
作
ル
。」
と
い
う
文
脈

が
続
く
。
い
っ
ぽ
う
、「
塞
」
に
「
フ
サ
グ
」
の
別
訓
が
あ
る
の
は
、
後
続
箇

所
に
「
木
」「
骨
」
と
あ
る
よ
う
に
、
虱
の
出
る
の
を
防
ぐ
役
割
に
重
き
を
置

　
　
フ
サ
グ

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て
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い
た
訓
で
は
な
か
ろ
う
か
。
名
詞
「
塞
」（
去
声
代
韻
）
は
『
広
韻
』
に
「
千

代
切
、
辺
塞
」、『
和
名
類
聚
抄
』（
卷
一
ノ
一
一
）
に
「
塞  

正
作
㆑

𡫳
、
顧
野

王
案
険
悪
之
処
、
所
㆔

以
隔
㆓

内
外
㆒

也
。
先
代
反
。
和
名
曾古

」
と
あ
る
よ
う
に
、

内
と
外
を
隔
て
て
防
ぐ
意
味
が
あ
る
た
め
に
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
「
フ
サ

グ
」
の
訓
が
付
さ
れ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。
例
17
の
「
フ
タ
グ
」
は
筒
を
蓋
で

覆
っ
て
遮
る
こ
と
（「
塞
」
に
「
覆
う
」
意
味
が
あ
る
こ
と
は
第
一
節
を
参
照
）、

「
フ
サ
グ
」
は
筒
の
口
を
蓋
で
満
た
し
て
閉
じ
る
こ
と
の
両
義
に
解
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
18
の
例
で
は
、
器
な
ど
を
蓋
で
覆
っ
て
隠
す
と
い
う
意
味
に
解
釈
さ

れ
る
た
め
、「
フ
タ
グ
」
の
訓
が
付
さ
れ
た
と
解
さ
れ
る
。

　

次
に
神
田
本
『
白
氏
文
集
』
に
あ
る
「
フ
サ
グ
」「
フ
タ
グ
」
の
意
味
用
法

が
同
じ
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
。

19
天
可
㆑

度
、
地
可
㆑

量
、
唯
人
之
心
不
㆑

可
㆑

防フ
サ

。ク

 

（
神
田
本
白
氏
文
集
巻
四
天一
一
一
三

永
四
年
点
・
三
二
七
行
）

20
勧
君
掩　

シ
ム
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

鼻
君
莫
掩
、
使
君
夫
婦
為
参
商
。

 

（
神
田
本
白
氏
文
集
巻
四
天一
一
一
三

永
四
年
点
・
三
二
八
行
）

　

神
田
本
『
白
氏
文
集
』
卷
四
の
巻
尾
に
「
天
永
四
年
三
月
二
十
八
日
点
了
／

藤
原
茂
明
」
と
あ
り
、
右
の
２

例
は
同
じ
日
に
加
点
さ
れ
た
。
そ
の
な
か
で
、

例
20
の
「
掩
」
に
「
オ
ホ
ハ
シ
ム
ト
モ
又
フ
タ
カ
シ
ム
ト
モ
」
と
訓
が
二
つ
施

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
小
林
（
一
九
六
七
）
は
、
神
田
本
『
白
氏

文
集
』
の
一
漢
字
に
対
し
て
、
多
く
三
訓
、
又
は
二
訓
以
下
を
、
並
べ
挙
げ
て
、

訓
法
の
諸
異
説
を
示
し
、
そ
の
上
で
採
る
べ
き
訓
を
合
点
に
よ
っ
て
明
示
し
て

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
が
、「
オ
ホ
ハ
シ
ム
ト
モ
」「
フ
タ
カ
シ
ム
ト
モ
」
は
い

ず
れ
に
も
合
点
が
付
さ
れ
な
い
か
ら
、
加
点
者
は
両
方
と
も
適
切
な
訓
と
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
19
の
「
フ
サ
グ
」
は
卷
四
の
三
二
七
行
目
、
例
20
の

「
フ
タ
グ
」
は
卷
四
の
三
二
八
行
目
に
あ
り
、
隣
接
す
る
行
に
あ
る
「
フ
サ
グ
」

「
フ
タ
グ
」
が
同
じ
日
に
墨
点
で
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
加
点
者
は
両
語
の

意
味
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
用
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

例
19
は
「
人
の
（
悪
い
）
心
を
食
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
を
意
味
す

る
。
例
20
は
鼻
を
覆
っ
て
帝
に
見
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
意
味
を
表
す
。

　

図
書
寮
本
『
日
本
書
紀
』
に
は
、
同
時
に
用
い
ら
れ
た
「
フ
タ
グ
」「
フ
サ

グ
」
の
例
が
見
ら
れ
な
い
が
、「
フ
タ
グ
」
と
、「
フ
サ
グ
」
の
自
動
詞
で
あ
る

「
フ
サ
ガ
ル
」
の
例
が
確
認
で
き
る
。
次
に
図
書
寮
本
『
日
本
書
紀
』
に
お
け

る
「
フ
タ
グ
」「
フ
サ
ガ
ル
」
の
意
味
用
法
を
確
認
す
る
。

21
天
皇
天
皇
畏給

て
蔽メ

ラ　ヲ
オ
ホ
ヒ

目
を
　
一
て

不シ

見給
一
て

却
入
殿オホ
ト
ノ

中
に

使給

放
於
岳
。

 

（
図
書
寮
本
日
本
書
紀
巻
一
四
永一
一
四
二

治
二
年
点
）

22
預ア
ラ

知
其
謀
を
　
一
て

密シ
ノ
ヒ
に

聚ツ
ト
ヘ

精シ
ラ
ケ

兵
数
百
を

於
撹カ
キ

食ハ
ミ
ノ
の

栗ク
ル
ス

林
一
て

為
に

仲
皇
子
、

将ス

と

拒セ
キ
マ
ツ
ラ

太
子
。
時
太
子
、
不
知シ
ロ

兵
の

塞フ
サ　
カ
ル

こ
と
を

而
て

出
山
を
　
一
て

行
こ
と

、

数ア
マ
タ
ノ

里サ
ト

。 

（
図
書
寮
本
日
本
書
紀
巻
一
二
永一
一
四
二

治
二
年
点
）

　

図
書
寮
本
の
書
写
・
加
点
年
代
は
一
一
四
二
年
と
定
か
な
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
小
林
（
一
九
七
〇
）
は
、
図
書
寮
本
の
巻
に
よ
り
書
写
及
び
加
点
者
を
異

　
　
オ
ホ
ハ
シ
ム
ト
モ

 又

 フ
タ
カ
シ
ム
ト
モ

　
　
フ
タ
キ

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て
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に
す
る
が
、
同
じ
時
期
に
書
写
・
加
点
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
、
ヲ
コ
ト
点
・

声
点
に
朱
墨
が
あ
る
が
、
全
体
を
一
つ
の
訓
点
資
料
と
見
做
し
得
る
と
指
摘
す

る
。
例
21
の
「
フ
タ
キ
」
は
天
皇
が
大
蛇
を
恐
れ
て
、
何
か
で
目
を
覆
う
こ
と
、

例
22
の
「
フ
サ
カ
ル
」
は
道
に
兵
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
お
り
、
通
行
が
で
き

な
い
と
い
う
意
味
を
表
し
て
お
り
、
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
、
小
川
本
（
聖
語
蔵
旧
蔵
）『
四
分
律
』、
神
田
本
『
白
氏
文
集
』、
図

書
寮
本
『
日
本
書
紀
』
に
お
け
る
「
フ
サ
グ
（
フ
サ
ガ
ル
）
」「
フ
タ
グ
」
の

例
を
確
認
し
た
。「
フ
サ
グ
（
フ
サ
ガ
ル
）
」
は
〈
何
か
で
穴
や
通
路
な
ど
を

満
た
し
て
閉
ざ
す
、
特
に
、
部
屋
の
通
路
で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路
で
あ
る
目

蓋
を
閉
ざ
す
〉〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉
の
意
に
解
さ
れ
る
の
に
対
し

て
、「
フ
タ
グ
」
は
〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉
の
意
に
解
釈
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
、
同
一
の
漢
文
訓
読
文
の
資
料
に
お
い
て
、「
フ
サ
グ
」「
フ
タ

グ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
意
味
用
法
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

四　

平
安
鎌
倉
時
代
の
和
漢
混
淆
文
の
「
フ
サ
グ
」「
フ
タ
グ
」

　

本
節
で
は
、
平
安
鎌
倉
時
代
の
和
漢
混
淆
文
に
お
い
て
、「
フ
サ
グ
」「
フ
タ

グ
」
が
平
安
時
代
の
和
文
や
漢
文
訓
読
文
と
比
べ
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る

か
を
確
認
す
る
。
な
お
、
和
漢
混
淆
文
に
あ
る
漢
字
表
記
例
「
塞
ぐ
」
は
「
フ

サ
グ
」
か
「
フ
タ
グ
」
か
と
読
み
が
確
定
で
き
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
対
象
外

と
す
る
。【
表
４

】
に
示
す
よ
う
に
、「
フ
サ
グ
」「
フ
タ
グ
」
の
仮
名
書
き
例

そ
れ
ぞ
れ
19
例
、
４

例
が
見
ら
れ
る
。

　

和
漢
混
淆
文
の
「
フ
サ
グ
」
に
は
、
漢
文
訓
読
文
に
見
ら
れ
る
〈
モ
ノ
・
ヒ

ト
を
食
い
止
め
る
〉〈
心
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
〉
の
意
に
解
さ
れ
る
例
は
見
ら

れ
ず
、〈
何
か
で
穴
や
通
路
な
ど
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
、
特
に
、
部
屋
の
通
路

で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路
で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
〉
の
意
に
解
さ
れ
る
例
が
見

ら
れ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
に
見
ら
れ
な
い
〈
あ
る

も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉〈
占
め
る
〉
の
意
に
解
さ
れ
る
例
が
見
ら
れ
る
。

23
い
か
に
も
す
る
力
な
く
て
、
弓
矢
の
行
く
方
も
知
ら
ず
、
ま
づ
顔
を
ふ

さ
ぎ
さ
わ
ぎ
け
る
ほ
ど
に
… 

（
十
訓
抄
・
一
ノ
六
蜂
の
恩
返
し
）

24
馬
ハ
ネ
テ
乗
タ
マ
ラ
ズ
。
足
ヲ
越
テ
ヲ
リ
タ
チ
ヌ
。
伊
豆
国
住
人
大
見

平
次
、
返
合
テ
佐
ノ
前
ニ
フ
サ
ゲ
タ
リ
。
又
武
者
一
騎
馳
来
テ
、
大
見

ガ
前
ニ
引
ヘ
テ
… 

（
延
慶
本
平
家
物
語
・
第
二
末
）

25
（
義
経
）
し
か
る
を
此
三
箇
年
が
間
、
攻
め
落
と
さ
ず
し
て
、
お
ほ
く

の
国
々
を
ふ
さ
げ
ら
る
ゝ
事
… 

（
会
）（
高
野
本
平
家
物
語
・
逆
櫓
）

　

例
23
は
蜂
の
群
れ
の
襲
わ
れ
る
こ
と
を
前
に
し
て
、「
ど
う
に
も
こ
う
に
も

す
る
力
が
な
く
て
、
矢
弓
な
ど
ま
っ
た
く
忘
れ
て
、
顔
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
っ

て
騒
ぐ
ば
か
り
で
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
例
24
は
「
大
見
平
次
は
何
度
も

繰
り
返
し
て
兵
衛
佐
の
逃
げ
る
道
を
遮
っ
た
」
と
い
う
合
戦
の
場
面
で
あ
る
。

例
25
の
「
フ
サ
グ
」
は
国
土
が
占
領
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
表
す
。
平
安
時
代

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て
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の
漢
文
訓
読
文
に
お
け
る
「
フ
サ
グ
」
は
〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮

る
〉〈
占
め
る
〉
の
用
法
が
な
か
っ
た
が
、
和
漢
混
淆
文
で
の
「
フ
タ
グ
」
の

衰
退
と
も
関
わ
っ
て
、
こ
の
二
用
法
を
取
り
入
れ
た
と
推
測
で
き
よ
う⑥
。

　

こ
れ
に
対
し
、「
フ
タ
グ
」
は
和
漢
混
淆
文
で
は
衰
退
す
る
。
平
安
和
文
、

漢
文
訓
読
文
に
お
い
て
、
合
計
31
例
見
ら
れ
た
「
フ
タ
グ
」
は
和
漢
混
淆
文
に

お
い
て
は
４

例
し
か
見
ら
れ
な
い
。
用
法
面
も
衰
退
し
、
こ
の
４

例
の
な
か
で
、

〈
占
め
る
〉
の
意
に
解
釈
さ
れ
る
例
は
見
ら
れ
ず
、〈
あ
る
モ
ノ
を
何
か
で
覆
っ

て
遮
る
〉
の
意
に
解
さ
れ
る
例
の
み
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

26
其
夕
ニ
ナ
リ
テ
、
思
イ
テ
ヽ
オ
ソ
ロ
シ
カ
リ
ケ
レ
ハ
、
ネ
ヤ
ヲ
ト
チ
、

ア
ナ
ヲ
フ
タ
キ
テ
、
身
ヲ
カ
タ
メ
テ
、
ウ
チ
ニ
コ
モ
レ
リ
。

 

（
観
智
院
三
宝
絵
・
中
・
一
三
置
染
郡
臣
鯛
女
）

　

そ
の
ゆ
ふ
へ
に
な
り
…
お
そ
ろ
し
け
れ
は
ね
や
を
と
ち
あ
な
を
ふ
た
き

て
身
を
か
た
め
て
う
ち
に
こ
も
れ
り
。 

（
関
戸
本
三
宝
絵
）

　

然
到
期
日
、
閉
屋
塞
穴
、
竪
身
居
内
。 

（
日
本
霊
異
記
・
中
・
八
）

27
ア
ナ
ノ
ク
チ
ク
ツ
レ
フ
タ
カ
ル
人
ヲ
ト
ロ
キ
ヲ
ソ
レ
テ
穴
ヨ
リ
キ
ヲ
ヒ

イ
ツ
ル
ニ
九
人
ハ
ワ
ツ
カ
ニ
イ
テ
、
一
人
ヲ
ソ
ク
出
ル
ホ
ト
ニ
穴
ノ
ク

チ
ク
ツ
レ
ア
ヒ
ヌ
。 （
観
智
院
三
宝
絵
・
中
・
十
七
美
作
国
採
鉄
山
人
）

　

あ
な
の
つ
ち
く
つ
れ
ふ
た
か
り
い
れ
る
人
お
と
ろ
き
お
そ
り
て
あ
な
よ

り
き
ほ
ひ
い
つ
る
に
九
十
九
人
は
わ
つ
か
に
い
て
ゝ
一
人
お
そ
ら
く
い

つ
る
ほ
と
に
あ
な
の
く
ち
く
つ
れ
お
ち
ぬ
。 

（
関
戸
本
三
宝
絵
）

【表４】和漢混淆文における仮名書き「フサグ」「フタグ」

フサグ フタグ（フタガル）
道 国 人 口 目 顔 計 鼻 顔 穴 計

観智院本三宝絵 0 2（1） 2
今昔物語集 0 0
古本説話集 0 1 1
古今著聞集 1 1 2 0
打聞集 0 1 1
沙石集 1 1 0
十訓抄 1 1 1 3 0
金沢本仏教説話集 0 0
法華百座聞書抄 1 1 0
宇治拾遺物語 1 1 0
保元物語 2 2 0
平治物語 0 0
高野本平家物語 2 1 2 5 0
延慶本平家物語 1 1 2 4 0
土井本太平記 0 0
方丈記 0 0

計 4 1 1 2 10 1 19 1 1 2 4

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て
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時
山
穴
口
、
忽
然
崩
塞
動
。
役
夫
驚
恐
、
従
穴
競
出
、
九
人
僅
出
、
一

人
有
後
出
、
彼
穴
口
塞
合
留
。 

（
日
本
霊
異
記
・
下
・
一
三
）

28
鳥
獣
ノ
ダ
ニ
見
ズ
。
嗅
ノ
タ
ヘ
ガ
タ
ケ
レ
バ
、
鼻
ヲ
フ
タ
ギ
テ
、
ア
ヤ

シ
サ
ニ
強
ヨ
リ
テ
ミ
レ
バ
、
一
人
死
人
ア
リ
。 （
打
聞
集
・
一
七
三
行
）

　

而
ル
間
、
臰
香
俄
ニ
出
来
ル
、
難
堪
キ
事
无
限
シ
。
鼻
ヲ
塞
テ
退
ク
ニ
、

此
ノ
香
ノ
奇
特
ナ
ル
ヲ
漸
ク
寄
テ
見
レ
バ
… 

（
今
昔
・
六
ノ
六
）

29
大
殿
、
直
衣
の
袖
を
、
顔
に
ふ
た
ぎ
て
泣
き
給
ふ
。

 

（
古
本
説
話
集
・
下
・
七
十
）

　

例
26
で
は
「
ネ
ヤ
を
ト
ヂ
」
に
対
応
し
て
お
り
、
ア
ナ
を
何
か
で
覆
っ
て

遮
っ
た
意
味
に
解
さ
れ
る
。
出
典
の
『
日
本
霊
異
記
』
で
は
「
塞
」
を
用
い
て

い
る
が
、
例
17
な
ど
と
同
じ
く
、『
三
宝
絵
』
で
は
文
脈
上
適
し
た
訳
語
と
し

て
「
フ
タ
グ
」
を
用
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
例
27
で
は
、
出
典
の
『
日
本
霊
異

記
』
で
は
「
塞
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、「
フ
タ
グ
」
の
後
続
内
容
か
ら
考

え
る
と
、
人
々
が
穴
か
ら
次
々
と
脱
出
で
き
て
い
る
た
め
、
完
全
に
満
た
さ
れ

閉
ざ
さ
れ
た
事
を
意
味
す
る
「
フ
サ
グ
」
よ
り
、
土
で
一
時
的
に
遮
ら
れ
た
と

解
し
「
フ
タ
グ
」
を
用
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
28
も
鼻
を
手
で
覆
っ
て

遮
る
（
も
し
く
は
手
で
摘
ま
む
な
ど
し
て
息
を
止
め
る
）
意
味
に
解
さ
れ
る
。

『
打
聞
集
』
で
は
「
フ
タ
グ
」
と
あ
る
の
で
こ
の
意
味
に
適
合
す
る
が
、『
今
昔

物
語
集
』
で
は
「
塞
」
で
書
く
た
め
、
読
み
が
確
定
で
き
な
い
。「
塞
」
は

『
打
聞
集
』
と
同
じ
く
「
フ
タ
グ
」
と
読
ま
れ
る
可
能
性
も
あ
る
が
、『
今
昔
物

語
集
』
の
「
塞
」
が
す
べ
て
「
フ
サ
グ
」
と
読
ま
れ
る
と
仮
定
す
る
と
、
用
法

の
拡
大
し
た
「
フ
サ
グ
」
で
出
典
の
「
フ
タ
グ
」
を
改
変
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

例
29
も
袖
で
顔
を
覆
っ
て
泣
く
場
面
で
あ
る
。

　

右
の
よ
う
に
和
文
と
同
様
〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉
意
味
の
例

が
少
数
見
ら
れ
る
が
、
作
品
は
い
ず
れ
も
和
文
的
な
要
素
を
特
徴
と
し
て
い
る

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。『
三
宝
絵
』
は
和
文
の
全
盛
期
で
あ
る
平
安
中
期
に
成

立
し
た
作
品
で
、『
日
本
霊
異
記
』
を
も
と
に
和
文
的
要
素
を
交
え
て
翻
案
し

て
成
立
し
た
と
さ
れ
る
。『
打
聞
集
』『
古
本
説
話
集
』
は
い
わ
ゆ
る
宇
治
大
納

言
物
語
系
統
の
説
話
集
で
、『
今
昔
物
語
集
』
に
比
べ
て
和
文
的
傾
向
を
示
す

作
品
で
あ
る
。お

わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
漢
文
訓
読
文
、
平
安
和
文
、
和
漢
混
淆
文
に
お
け
る
「
フ
サ

グ
」「
フ
タ
グ
」
の
意
味
用
法
を
分
析
し
、
次
の
三
点
を
指
摘
し
た
。

⑴
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
文
で
は
、「
フ
サ
グ
」「
フ
タ
グ
」
は
意
味
の
差
が

あ
り
つ
つ
、
併
存
し
て
い
る
。「
フ
サ
グ
」
は
〈
何
か
で
穴
や
通
路
な
ど

を
満
た
し
て
閉
ざ
す
、
特
に
、
部
屋
の
通
路
で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路
で

あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
〉〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉〈
心
を
い
っ
ぱ
い

に
す
る
〉
の
意
、「
フ
タ
グ
」
は
〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉

の
意
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
和
文
で
は
、「
フ
サ
グ
」
の
例

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

三
九
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が
な
く
、「
フ
タ
グ
」
の
例
は
〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉〈
占

め
る
〉
と
の
二
つ
の
意
で
用
い
ら
れ
る
。

⑵
同
じ
漢
文
訓
読
文
の
中
で
、「
フ
サ
グ
」「
フ
タ
グ
」
が
併
用
さ
れ
る
例
が

あ
る
が
、「
フ
サ
グ
」
は
〈
何
か
で
穴
や
通
路
な
ど
を
満
た
し
て
閉
ざ
す
、

特
に
、
部
屋
の
通
路
で
あ
る
扉
や
視
線
の
通
路
で
あ
る
目
蓋
を
閉
ざ
す
〉

〈
モ
ノ
・
ヒ
ト
を
食
い
止
め
る
〉
の
意
、「
フ
タ
グ
」
は
〈
あ
る
も
の
を
何

か
で
覆
っ
て
遮
る
〉
の
意
に
解
さ
れ
、
意
味
用
法
の
使
い
分
け
が
さ
れ
た

こ
と
が
確
認
で
き
る
。

⑶
和
漢
混
淆
文
で
は
、「
フ
サ
グ
」
は
衰
退
し
て
い
る
が
、
前
代
の
意
味
を

踏
襲
し
つ
つ
、「
フ
タ
グ
」
の
〈
あ
る
も
の
を
何
か
で
覆
っ
て
遮
る
〉〈
占

め
る
〉
の
意
味
を
も
担
う
よ
う
に
な
り
、
意
味
の
広
が
り
が
見
ら
れ
る
。

　
「
ハ
ナ
ハ
ダ
―
い
と
」
な
ど
程
度
を
表
す
語
は
、
築
島
の
指
摘
し
た
と
お
り
、

漢
文
訓
読
文
と
和
文
と
の
間
に
対
立
的
に
見
ら
れ
る
同
義
異
形
態
の
も
の
で
あ

る
が
、「
フ
サ
グ
」「
フ
タ
グ
」
の
よ
う
に
、
資
料
の
性
格
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
意

味
用
法
が
異
な
る
両
語
が
そ
れ
ぞ
れ
漢
文
訓
読
文
、
平
安
和
文
に
多
く
用
い
ら

れ
た
の
は
文
体
差
で
な
く
、
関
の
言
う
よ
う
に
意
味
用
法
の
差
と
推
測
さ
れ
る
。

【
注
】

①　
「
表
現
対
象
が
一
応
同
じ
で
あ
る
語
」「
略
々
同
意
味
の
語
」「
同
じ
意
味
の
語
」

は
築
島
（
一
九
六
三
）『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
東
京
大
学

出
版
会
）
三
五
〇
頁
、
五
四
頁
に
見
ら
れ
る
。

②　

大
川
の
研
究
に
対
し
て
、
山
本
（
二
〇
一
九
）
は
「
こ
の
方
面
で
（
筆
者
注
：
築

島
の
二
項
対
立
語
を
測
定
指
標
に
し
て
、
コ
ー
パ
ス
Ｃ
Ｈ
Ｊ
を
用
い
た
文
体
研
究

で
）
の
現
階
段
で
の
研
究
水
準
は
大
川
孔
明
が
そ
の
到
達
点
を
示
し
て
い
る
」
と
高

く
評
価
し
た
。
い
っ
ぽ
う
、
山
本
（
二
〇
〇
六
）
は
、
二
形
対
立
語
と
さ
れ
る
「
シ

キ
リ
ニ
―
し
ば
し
ば
」
に
意
味
の
同
義
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
大
川
が
文
体
研
究
に
用
い
た
二
形
対
立
語
の
な
か
に
同
義
性
が
認
め
ら

れ
な
い
語
も
存
在
す
る
懸
念
が
残
さ
れ
て
い
る
。

③　

築
島
「
訓
点
語
学
研
究
史
」、
月
本
「
訓
点
語
学
研
究
法
」『
訓
点
語
辞
典
』（
執

筆
項
目
）
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
。

④　

築
島
（
一
九
九
二
）（「
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
に
見
え
る
『
和
文
特
有
語
』
に
つ

い
て
」『
文
化
言
語
学
―
そ
の
提
言
と
建
設
―
』
三
省
堂
）
は
『
白
氏
文
集
』『
日
本

書
紀
』『
大
唐
西
域
記
』
な
ど
に
二
形
対
立
語
と
し
て
の
和
文
語
が
現
れ
る
場
合
、

古
訓
の
和
文
的
な
性
質
で
あ
る
と
述
べ
た
が
、「
フ
タ
グ
」
は
『
四
分
律
』
な
ど
に

も
見
ら
れ
る
こ
と
は
、「
フ
タ
グ
」
は
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。
た

だ
し
、
訓
点
資
料
の
「
フ
タ
グ
」
の
例
が
少
な
い
。
ま
た
、
例
８

〜
10
に
挙
げ
た
よ

う
に
、「
フ
タ
グ
」
は
「
オ
ホ
フ
」
と
共
に
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
フ
タ
グ
」

は
最
初
訓
読
に
用
い
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
、
類
似
語
「
オ
ホ
フ
」
な
ど
に
訓
読
の
世

界
か
ら
淘
汰
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

⑤　

大
坪
に
よ
れ
ば
、
聖
語
蔵
本
『
願
経
四
分
律
古
点
』、
斯
道
文
庫
本
『
四
分
律
』、

小
川
本
（
聖
語
蔵
旧
蔵
）『
四
分
律
』
甲
卷
全
巻
、
乙
卷
の
一
部
は
ヲ
コ
ト
点
が
す

べ
て
春
日
の
言
う
甲
点
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
大
矢
に
よ
る
聖
語
蔵
本
『
願
経
四

分
律
古
点
』
の
ヲ
コ
ト
点
図
の
誤
り
は
春
日
が
修
正
し
、
春
日
に
よ
る
斯
道
文
庫
本

『
四
分
律
』
の
ヲ
コ
ト
点
図
の
誤
り
は
大
坪
が
修
正
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
「
タ
」

「
サ
」
に
関
わ
る
誤
り
の
指
摘
が
見
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
小
川
本
（
聖
語
蔵
旧

蔵
）・
聖
語
蔵
本
『
四
分
律
』
の
「
フ
タ
グ
」「
フ
サ
グ
」
が
正
し
く
解
読
さ
れ
た
で

あ
ろ
う
。

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

四
〇
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⑥　

和
漢
混
淆
文
で
４

例
し
か
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
期
に
は
「
フ
タ

グ
」
と
い
う
語
が
殆
ど
用
い
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

【
参
考
文
献
】

春
日
政
治
（
一
九
三
六
）「
和
漢
の
混
淆
」『
国
語
・
国
文
』
六
（
一
〇
）

山
田
巌
（
一
九
四
一
）「
今
昔
物
語
集
に
於
け
る
和
漢
両
文
脈
の
混
在
に
つ
い
て
」『
国

語
と
国
文
学
』
一
八
（
一
〇
）

堀
田
要
治
（
一
九
四
一
）「『
如
シ
』
と
『
様
ナ
リ
』
と
か
ら
見
た
今
昔
物
語
集
の
文

章
」『
国
語
と
国
文
学
』
一
八
（
一
〇
）

春
日
和
男
（
一
九
五
八
）「
大
坪
併
治
氏
の
『
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
』」『
国
語
学
』

三
五

小
林
芳
規
（
一
九
六
七
）『
平
安
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
漢
籍
訓
読
国
語
史
的
研
究
』
東

京
大
学
出
版
会

―
―
（
一
九
七
〇
）「
日
本
書
紀
に
お
け
る
大
江
家
の
訓
読
に
つ
い
て
」『
国
学
院

雑
誌
』
七
一
（
一
一
）

峰
岸
明
（
一
九
八
六
）『
平
安
時
代
古
記
録
の
国
語
学
的
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会

関
一
雄
（
一
九
九
三
）『
平
安
時
代
和
文
語
の
研
究
』
笠
間
書
院

内
田
賢
徳
（
二
〇
〇
五
）『
上
代
日
本
語
表
現
と
訓
詁
』
塙
書
房

山
本
真
吾
（
二
〇
〇
六
）「
平
安
時
代
に
於
け
る
『
し
き
り
（
頻
）
』
の
意
味
用
法
に

つ
い
て
」『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
五

―
―
（
二
〇
一
九
）「『
訓
点
特
有
語
形
』
と
和
漢
混
交
文
」『
文
学
・
語
学
』
二

二
六

大
川
孔
明
（
二
〇
一
七
）「
和
漢
の
対
立
か
ら
見
た
平
安
鎌
倉
時
代
の
文
学
作
品
の
文

体
類
型
」『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
一
三
九

【
調
査
資
料
】

○
電
子
テ
キ
ス
ト
：『
日
本
語
歴
史
コ
ー
パ
ス
Ｃ
Ｈ
Ｊ
』
：『
竹
取
物
語
』『
落
窪
物
語
』

『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』『
大
鏡
』『
方
丈
記
』『
十
訓
抄
』『
宇
治
拾
遺
物
語
』／
大
正

新
脩
大
藏
経
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（SA

T
2018

）
：「
東
寺
金
剛
蔵
本
頂
瑜
伽
中

略
出
念
誦
経
巻
第
四
康
平
八
年
」「
東
寺
本
大
威
力
烏
樞
瑟
摩
明
王
経
巻
上
康
安
二
年
」

「
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本
大
乘
本
生
心
地
觀
経
巻
第
八
治
承
四
年
」「
法
隆
寺
本
南
海

寄
歸
内
法
伝
四
卷
大
治
三
年
」「
天
理
図
書
館
本
三
教
指
歸
久
寿
二
年
」「
松
田
福
一
郎

本
四
分
律
行
事
鈔
巻
上
平
安
初
期
」「
国
立
国
会
図
書
館
法
隆
寺
本
三
蔵
法
師
伝
巻
七

天
治
三
年
」「
東
大
国
語
研
究
室
本
大
毘
盧
遮
那
成
佛
経
疏
卷
九
永
久
二
年
」「
興
福
寺

本
高
僧
伝
巻
第
十
三
康
和
二
年
」「
正
智
院
本
仏
頂
尊
勝
陀
羅
尼
経
院
政
期
」
○
刊
行

本
文
、
索
引
、
影
印
本
等
（
編
者
名
・
著
者
名
は
省
く
）
：『
浜
松
中
納
言
物
語
総
索

引
』『
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
』『
法
華
百
座
聞
書
抄
総
索
引
』『
平
治
物
語
総
索
引
』

『
保
元
物
語
総
索
引
』
武
蔵
野
書
院
／『
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
』『
今
昔
物
語
集
文

節
索
引
』『
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
』『
古
今
著
聞
集
総
索
引
』
笠
間
書
院
／『
土
井
本

太
平
記
：
本
文
及
び
語
彙
索
引
』『
冥
報
記
の
研
究  

卷
一
・
二
』
勉
誠
出
版
／『
古
本

説
話
集
総
索
引
』『
訓
点
資
料
の
研
究
』『
東
大
寺
諷
誦
文
稿
の
国
語
学
的
研
究
』
風
間

書
房
／『
最
明
寺
本
往
生
要
集
』『
仏
教
説
話
集
の
研
究
：
金
沢
文
庫
本
』『
古
典
研
究

会
叢
書
五
行
大
義
』『
訓
点
語
彙
集
成
』
汲
古
書
院
／『
打
聞
集
の
研
究
と
総
索
引
』
清

文
堂
／『
三
教
指
歸
注
集
の
研
究
』
大
谷
大
学
／『
医
心
方
の
研
究
：
半
井
家
本
医
心
方

附
録
』
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
／『
高
山
寺
古
訓
点
資
料
第
一
・
二
・
四
』『
興
福
寺
本
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究  

訳
文
篇
』
東
京
大
学
出
版
会
／『
延
慶

本
平
家
物
語
本
文
と
索
引
』『
平
家
物
語
「
高
野
本
」
語
彙
用
例
総
索
引
』『
神
田
本
白

氏
文
集
の
研
究
』『
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』『
仮
名
遣
及

仮
名
字
体
沿
革
史
料
』『
大
般
若
経
音
義
の
研
究  

本
文
篇
・
索
引
篇
』『
慶
長
十
年
古

活
字
本
沙
石
集
総
索
引
』
勉
誠
社
／『「
法
華
文
句
」
古
点
の
国
語
学
的
研
究
：
東
大
寺

図
書
館
藏
本
』
桜
楓
社
／『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
第
五
十
七
卷
平
安
詩
文

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

四
一

同志社国文学97号　三校　（胡鴻洋様）　Ａ



残
篇
』
天
理
大
学
出
版
部
／『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究  

訳
文
篇
』
講
談
社
／『
図
書

寮
本
日
本
書
紀  

本
文
篇
・
索
引
篇
・
研
究
篇
』
美
季
出
版
社
／『
願
経
四
分
律
古
点
』

啓
明
会
／『
文
鏡
祕
府
論
』
古
典
保
存
会
／「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」「
興
聖
寺
本

大
唐
西
域
記
巻
十
二
の
朱
点
」『
訓
点
語
と
訓
点
料
』
別
刊
第
一
、
一
一
／「
大
坪
併
治

氏
の
「
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点
」」『
国
語
学
』
三
五
／「
前
田
本
日
本
書
紀
院
政
期

点  

本
文
篇
」『
北
海
道
大
学
文
学
部
紀
要
』
二
五
（
二
）／「
醍
醐
寺
宝
藏
大
唐
西
域

記
建
保
点
卷
第
十
二
」『
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
紀
要
』
一
二

〔
付
記
〕　

本
稿
は
、
第
一
二
四
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
二
〇
二
一
年
五
月
二
十

三
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
加
筆
修
正
を
加
え
た
も

の
で
あ
る
。
会
場
内
外
で
ご
意
見
を
賜
っ
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

動
詞
「
フ
サ
グ
」
と
「
フ
タ
グ
」
の
用
法
と
文
体
に
つ
い
て

四
二
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